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編集後記
　この号では、人工タンパク質ナノ粒子を研究している川上了史専任講師を紹介しま
した。幅広い読者の方にぜひ手に取っていただきたい特集になりましたが、いかがで
したでしょうか。
　川上専任講師のバイタリティにあふれた前向きな姿勢からは、本学の建学の精神「自
我作古」（前人未踏の新しい分野に挑戦し、たとえ困難や試練が待ち受けていても、そ
れに耐えて開拓に当たる）を体現している力強さを感じました。新たな課題にチャレン
ジする精神が先生の周囲や学生さんたちに広がっていくのが楽しみです。
� （中山 翠）

新
版

　ちょうどこの冊子の取材をしていただく
前に、植物生態学を専門にしている友人
と再会し、その研究内容を講演で聞く機
会を得ました。主題は、個人の所有地の
境界に植えられてきた境

さかい

木
ぎ

とその保全に
ついてです。資料には、177地点2001
本の境木について調査した、とあり、とん
でもない数値に驚きを隠せませんでした。
一方で、考えてみれば、いきなりこの数
字になったわけではなく、始まりの１本が
あり、そこからやめずに研究を継続したこ
とが成果につながったはずなのです。こ
れを単純にまとめるならば、興味を持った
ことに着手し、そして継続しただけのこと
かもしれません。しかし、これが難しいこ
とはよくわかります。たいていは３日でや
めるか、そもそも新しいことを始める人は

少ないものです。
　振り返って思い出すのは、大学院生だっ
たときに「理学は好きなことを追求する学
問だ！」と教えてくれたのが、まさに彼でし
た。そして、それが形になった研究だと
思いました。当時、私は役に立たない研
究など意味がないと疑いもせずに考えて
いたので、理学の考え方に衝撃を受けた
ことをよく覚えています。そしてどういうわ
けか、結局、私も理学の道へ。
　紆余曲折を経て慶應義塾に着任してか
らは、やりたくないことを始めてしまうと、
結局、途中でやめてしまうだろうと思い、
興味だけはあった新しい分子の構築の研
究を始めることにしました。諦め悪く粘り
続けたことで幸運にもその研究はTIP60
の構築につながりました。友人のとてつも
ない努力と同列に並べるのはおこがまし
いのですが、私の場合も結局は始めるこ
と、続けることが鍵であったわけです。

気楽にやりませんか？
川上了史

　世の中を見渡せば、「成功する」という
定義にはさまざまな捉え方があり、またそ
こに向かうアプローチも千差万別です。だ
から、愚直な積み重ねが唯一の正解とは
言えません。しかし、どんなことでも、そ
れが積み重なっていくと、友人の研究の
ように始まりの１本が2000本を超えるこ
ともありますし、偶然に何かよいものを引
き当てる確率も高まります。自分にはそん
な才能はないと思っていても、やってみる
とわかることが増えたり、新しいアイデア
がでてしまったりして、楽しくなってきます。
それが継続の動機になるんですね。私が
YouTubeを始めたのもこのような理由か
らです。どんな仕事にもうまくいく保証な
どありません。もし、自分でも何かできそ
うだ、手がけてみたいと思えることに出
合ったら、まずは気楽に、利益はともかく、
小さく始め、ダラダラ続けるくらいでいい
ので、始めてみてはいかがでしょうか。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

　理工学部公式ウェブサイト（https://www.st.keio.ac.jp/）で
は、理工学部の各研究室や、その活動を紹介する「慶應理工.tv」
（https://www.st.keio.ac.jp/rikou-tv/）を設置しています。
　各研究室の最新の研究の取り組みを研究者たちが紹介して
おり、研究についてはもちろん、研究室の雰囲気や実験機器
など様々な面から矢上キャンパスの雰囲気を感じていただけ
ます。ぜひ、皆さんの端末上で、慶應理工の研究に触れてみ
てください。

理工学部の研究成果を動画で（慶應理工.tv）
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